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１．立地適正化計画とは 

今後、人口減少社会及び高齢化社会の到来を背景に、子育て世代から高齢者まで様々な世代の者が安全・

安心、快適で健康的な暮らしを実現できること、財政面からも持続可能な都市経営を可能とすることなどが

全国的な課題となっています。 

立地適正化計画とは、そういった課題に対応するため、「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考え方

に基づき、医療・福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめとするあらゆる世代の

住民が公共交通によりこれらの生活利便施設等に容易にアクセスできるよう誘導するための計画です。 

立地適正化計画のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）国土交通省 

２．立地適正化計画の位置づけ・対象区域・計画期間 

（1） 位置づけ 

「第 6 次総合計画」「美濃加茂都市計画区域マスタープラン」

に即し、「美濃加茂市都市計画マスタープラン」と整合を図りなが

ら策定します。また、関連する分野別計画とも連携・整合を図る

ものとします。 

（2） 対象区域 

市域全体（都市計画区域全体）を対象とします。 

（3） 計画期間 

概ね20年後の都市を展望し2020年から2040年とします。 

 

 

３．本市の概況 

●人口動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美濃加茂市立地適正化計画まちづくり基本方針（案）  概要版 

居住誘導区域 

居住を誘導して人口密

度を維持することで、生

活サービスや地域コミ

ュニティの維持・確保を

図る区域 

都市機能誘導区域 

医療・福祉・商業等の都

市機能を適切に誘導し、

集約化を図ることで効

率的な都市サービスの

提供を図る区域 

〈誘導施設例〉 

・医療施設 

・社会福祉施設 

・教育文化施設 

・商業施設 

立地適正化計画区域 

＝都市計画区域（市全域） 

 当面は増加傾向にあるものの 2025 年をピークに減少

に転じる見込みです。 

 人口増減をみると、古井駅周辺、美濃太田駅南側などの

市街地や市北部で減少傾向がうかがえます。 

資料出所：日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）、 国立社会保障・人口問題研究

所、美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略「Caminho（カミーノ）」, 美濃加茂市 

 公共交通空白地は少なく、市域を広くカバーされている状況にあります。 

 路線バスの運行頻度は１日片道10本未満の路線が多くなっていますが、美濃太田駅南側から駅

北商業団地までは比較的運行頻度が高くなっています。 

駅勢圏、バス停勢圏の状況 路線バスの運行頻度 

（片道、平日、平成 30 年 

10 月現在） 

2015～2040 年の 

人口増減率 
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●主な都市機能 

 商業施設は美濃太田駅北側の幹線道路沿道（用途地域外）への立地がうかがえます。 

 病院は美濃太田駅周辺に複数立地しており、診療所は北部を除く市内に分散して立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民意向調査（抜粋） 

①対象：市内在住の18歳以上の方3,000人（無作為抽出）  

②調査期間：H30年 9月 11日~9月 25日 

③配布数：3,000 

④有効回答：1,217（有効回収率 40.6％） 

 

項目 結果 

現状評価 ・公共交通の利便性で評価が低いが、総じて満足度が高い 

問題・課題 ・「災害時における不安」「高齢化と地域のつながり低下」「農地空間のあり

方」「空き地・空き家の管理不全」に対する意識が高い 

居住意向 ・約 8割が住み続けたいという意向 

美濃太田駅周辺 ・駅周辺に求める機能：「大規模商業施設」「レストラン・カフェ」「総合病

院」など 

・駅周辺の将来像：「歩いて楽しめるまち」など 

今後のまちづくりの 

方向性 

・「移動の便利なまち」「医療・福祉環境の充実」「事業活動・働く場」「生

活利便施設がコンパクトに集積したまち」など 

 

４．立地適正化に関する都市構造上の課題 

 

①今後の人口動向を見据えた居住環境を整えていく必要があります 

 当面は人口増加が予想されていますが、人口減少社会の到来は目前に迫っている状況です。 

 既に中心市街地では人口減少傾向にあり、太田地区における将来見通しでは 1 割程度の減少が予

測されていることから、まちなかの活力低下が加速化することが懸念されます。 

 一方、本市における人口増加は主に加茂野地区などの用途地域外で認められ、都市経営の観点から

はスプロール化への対応が必要です。 

 

 市街地外での住宅地開発を一律に抑制することは得策とは言い難いものの、無秩序な土地利用の抑

制の観点から、今後の人口動向を見据えた適切な居住環境を整えていく必要があります。 

 

 

②拠点ごとの機能強化・充実を図っていく必要があります 

 美濃太田駅南側の商店街については、人の賑わいが少なくなり、空店舗化、店舗の老朽化が進むな

ど中心市街地の衰退がうかがえます。 

 美濃太田駅北側の用途地域外や幹線道路沿道では、商業施設の立地が進展し、市民の買物行動をみ

ても、幹線道路沿道や近隣市を含む大型商業施設に依存している傾向があります。 

 このような状況が続くと、市街地内のスーパーなどの撤退、それに伴う買物行動の広域化やマイカ

ー利用の促進、ひいては住民の生活利便性の低下につながることが懸念されます。 

 

 美濃太田駅周辺の中心部の拠点性を高めつつ、サブ拠点や生活拠点との役割分担を図りながら、拠

点ごとの機能強化や充実、ひいては中心市街地の活性化を図っていく必要があります。 

 

 

③バス交通ネットワークの維持・改善を図っていく必要があります 

 路線バスは、東鉄バス八百津線とコミュニティバス「あい愛バス」が運行しており、市内の居住地

を広くカバーしています。 

 全体的に運行頻度はそれほど高くありませんが、美濃太田駅南側から駅北側の商業団地までは比較

的運行頻度が高い路線があります。 

 しかし、利用者数は決して多くはなく、将来的にはバスの減便や路線縮小によるバス交通の利便性

が低下することが懸念されます。 

 

 現状はマイカー中心のライフスタイルであるが、今後さらに高齢化が進むことでバス交通が地域の

重要な移動手段となることから、引き続きバス交通ネットワークの維持・改善を図っていくなど誰

もが移動しやすい環境を整える必要があります。 

 

商業施設 病院・診療所 
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５．立地適正化計画における基本的な方針 

（1） 立地適正化に関するまちづくり基本方針（案） 

❑都市計画マスタープランにおけるまちづくりの目標 

上位計画を踏まえて「都市計画マスタープラン」では、以下のようなまちづくり目標を設定しています（検

討中）。立地適正化計画では、このまちづくりの目標の実現にむけて、都市機能や居住の誘導を図っていく

こととなります。 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本案は、都市計画マスタープランも並行して見直し中であるため、庁内会議、地区別 WS、都市計画審議会において審議・意

見照会するための検討資料案です。今後の審議過程で修正があり得ます。 

 

《立地適正化に関するまちづくりの基本的な考え方》 

 

“みんなの夢がかなうまち” “いつまでも豊かに暮らせる” 

「コンパクト・プラス・ネットワークのまち」の実現 

 

まちの中心部や主要な鉄道駅周辺〈コンパクトエリア（都市拠点、文教交流拠点、医療拠点）〉に都市

機能や生活利便機能の集約を図りながら、各地区（居住地）との間をバス交通を主とした公共交通

で結び〈ネットワーク〉、市内の誰もが便利で快適に暮らすことができるまちをめざします。 

 

 

 

《立地適正化に関するまちづくり基本方針》 

 

 

様々な世代の人々が、日々の暮らしを通して心身ともに健やかに成長できる

まちなかの環境を整えるとともに、歩いて楽しむことができる回遊性の高いま

ちをつくります。 

 

 

 

 

若者やファミリー層、高齢者に至る多様な人々にとって魅力があふれ、安

全・安心と利便性を感じながら、住み続けたいと思えるまちをつくります。 

   

 

 

 

 

美濃太田駅周辺の都市拠点、古井駅周辺の文教交流拠点など拠点ごとの特性

に応じた都市機能や生活利便機能が整った、様々なサービスを享受できる暮ら

しやすいまちをつくります。 

   

 

 

 

主要な施設（医療・福祉、商業、公共公益等）や居住地に誰もが容易にアク

セスできる移動環境が整い、持続的に維持されるまちをつくります。 

 

〈まちづくりの目標（案）〉※新総合計画に合わせて検討中 

みんな笑顔で、安全・安心、健康に暮らすことができるまち 
～みんなの夢がかなう、堂々、美濃加茂～ 

歩いて暮らせる便利なまち 

身近な生活圏に利便施設が

整い、徒歩やバスを利用し

ながら、様々なサービスを

享受できるまちをめざす 

ファミリー層や女性に選ばれるまち 

ファミリー層や女性にとって魅

力的な住環境や、活き活きと活

躍できる環境が整ったまちをめ

ざす 

安全・安心を感じることができるまち 

災害に強く、誰もが安全・

安心を感じながら暮らすこ

とができる、防災力に優れ

たまちをめざす 

まちなかに賑わい・活力があふれるまち 

美濃太田駅周辺を中心と

する中心市街地（まちな

か）に賑わいと活力があ

ふれるまちをめざす 

誰もが健康に暮らすことができるまち 

健康づくりの環境が整っ

た、日々の暮らしのなか

で健康寿命の延伸につな

がるまちをめざす 

働く場が確保されているまち 

市内に就労の場が多くあ

り、本市の活力を牽引する

産業活動を継続することが

できるまちをめざす 

歴史・文化、自然と調和したまち 

本市が有する豊かな歴

史・文化資源や自然環

境を大切にしたまちを

めざす 

市民の力を活かすことができるまち 

地域の人々の主体的な活動

を後押しし、市民・事業者・

行政が連携して課題解決に

取り組むまちをめざす 

健やかな心と体を育む、歩いて楽しいまちづくり       1 

多様な世代が暮らしやすい居住環境が整ったまちづくり     2 

拠点ごとの特性に応じた機能が整ったまちづくり     3 

誰もが移動しやすい環境が整ったまちづくり     4 
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（2） 将来都市構造 

●都市計画マスタープランにおける将来都市構造 

美濃加茂市都市計画マスタープランにおける将来都市構造※は以下に示すとおりです。立地適正化計画では、用途地域の指定エリアを対象に誘導区域の検討を行うため、下図に示す都市拠点（美濃太田駅周辺地区）や

文教交流拠点（古井駅周辺地区）、医療拠点（蜂屋南地区）において、都市機能誘導区域の設定や誘導施設の検討を行います。 

 

都市計画マスタープラン 将来都市構造（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●立地適正化計画における都市の骨格構造 

立地適正化計画では、用途地域の指定エリアを対象に誘導区域の検討を行うため、用途地域内

の都市拠点（美濃太田駅周辺地区）や文教交流拠点（古井駅周辺地区）、医療拠点（用途地域の

指定（予定））において都市機能誘導区域の設定等の検討を行います。 

 

都市構造の各拠点と立地適正化計画における位置づけ（案） 

都市計画 MP の都市構造 立地適正化計画 

における位置づけ 拠点 場所／位置 考え方 

都市拠点 美濃太田駅周辺 

地区 

・都市全体の活動を牽引し、都市の活力（賑わい、回遊

性など）を向上させる機能を備えた拠点（中心市街地

を含むエリア） 

都市機能誘導区域① 

（用途地域内） 

文教交流拠

点 

古井駅周辺地区 

 

・鉄道駅周辺で一定の商業集積や教育機能集積が認めら

れる地区にあり、地域の生活利便性や本市を代表する

教育・文化機能の向上を図る必要がある拠点 

・用途地域内 

都市機能誘導区域② 

（用途地域内） 

地域生活拠

点 

加茂野地区 ・人口増加がみられる地区にあり、既に形成されている

まとまりのある生活環境の利便性の維持を図る必要

がある拠点 

・用途地域外 

－ 

サテライト

拠点 

蜂屋地区、山之上地

区、伊深地区、三和地

区、下米田地区 

・各集落など暮らし（生活）の中心であり、地域に必要

な生活利便性の維持を図る拠点 

－ 

医療拠点 蜂屋南地区 ・地域医療の充実・強化、災害拠点病院としての役割、

健康増進機能の強化などを見据えた拠点  

都市機能誘導区域③ 

※用途地域の指定（予定） 

産業拠点 蜂屋町地区周辺 

古井地区 

蜂屋台周辺地区 

・高い企業ニーズに対応すべく産業団地の拡張等も視野

に入れた、本市の持続性（稼ぐ力）の維持・向上に資

する拠点 

－ 

※都市計画マスタープランも並行して改定作業中であるため、今後の検討過程では変更もあり得ます。 

 

拠点の位置づけに応じた

機能を誘導するため、拠点

内に都市機能誘導区域を

設定 

用途地域内に居住

誘導区域を設定 
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区域検討の方向性 

 依然として人口増加傾向にある中部台

を居住誘導区域に設定する。 

 南側は医療拠点の位置づけから都市機

能誘導区域の設定を想定しており、同様

に用途地域外のエリアにおける用途地

域指定とセットで居住誘導区域の設定

を検討する。 

区域検討の方向性 

 用途地域内で一定の人口密度が確保さ

れているエリアを基本に居住誘導区域

を設定。 

 工場等が立地しているエリアや浸水想定

区域の内、対策が困難なエリア等につい

ては、土地利用や防災の取組状況などを

踏まえ慎重に判断を行う。 

６．誘導区域設定方針（案） 

（1） 都市機能誘導区域について 

都市機能誘導区域とは、医療・福祉、商業等の都市機能を誘導し、これら各種サービスの効率的な提供を

図る区域のことです。 

都市機能誘導区域は、都市構造で示す拠点の役割に即して、以下の 3 箇所を都市機能誘導区域として設

定することとします。 

 

都市機能誘導区域（案） 

 

 

 

 

 

 

（２） 居住誘導区域について 

居住誘導区域とは、一定のエリアにおいて人口密度を維持することにより、子育て層や高齢者など多様な

世代の人々が歩いて暮らせる生活が続けられるよう、居住を誘導すべき区域です。 

居住誘導区域の設定については、国が示す基本的な考え方に基づき、以下の流れで検討を行います。 

 

居住誘導区域の検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住誘導区域（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区域検討の方向性 

 都市計画MP では医療拠点に位置付け。 

 蜂屋南地区は、医療・福祉機能の集積や

健康まちづくりの観点からも都市機能

誘導区域の設定を検討する。 

 但し、現状は、用途地域外のエリアを含

むことから、用途地域指定とセットで検

討を行う必要がある。 

【誘導施設（案）】 

 医療施設、健康増進施設など 

区域検討の方向性 

 都市計画MP では文教交流拠点に位置

付け。 

 古井駅周辺は、教育・文化機能の集積や

人口動向、土地利用動向、政策的観点を

鑑みつつ、都市機能誘導区域の設定につ

いて検討する。 

【誘導施設（案）】 

 商業施設、子育て支援施設など 

区域検討の方向性 

 都市計画MPでは都市拠点に位置付け。 

 美濃太田駅周辺は既に都市機能（医療、

商業、公共公益等）の集積が認められる

エリアである。 

 このような現状を考慮しつつ、さらなる

都市機能の充実・強化を図るために都市

機能誘導区域の設定について検討する。 

【誘導施設（案）】 

 複合型公共施設、商業施設、子育て支

援施設など 

A．居住誘導区域として 

望ましいエリア 

 

 

①生活利便性や公共交通の利

便性の高い区域 

②生活利便機能の持続的確保

が可能となる区域 

（一定の人口密度を確保し

ている区域） 

B．居住誘導区域から除外する、 

もしくは含めるかどうかを 

検討するエリア 

 

③法令の規定等で居住誘導区域に

含まないとされている区域  

④災害の危険性の高い区域  

⑤土地利用規制等で居住を制限し

ている区域 

C．居住誘導区域に

含めるか否かを戦略

的に検討するエリア 

 

⑥本市の都市戦略

上、居住を誘導す

べきか否かを検討

する区域 

居
住
誘
導
区
域
の
設
定 


